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ナーの企画・運営・評価を行うことを目的として日
本財団に助成申請し平成26年度末に受理された。 
懸案であったファシリテーター用テキストも翻訳
出版に向けて準備を進行中である。また、本年度研
究期間中、平成27年3月に渡英調査実施し、フォスタ
リングチェンジ・チームとの綿密な協議をもった。
その結果、平成28年3月中旬から下旬の約1週間二人
の講師の来日について承諾が得られた。平成26年度
の研究目的であったフォスタリングチェンジプログ
ラムの日本での実施に向けた外部資金の獲得は達成
し、同時に、協働して継続的に取り組む実践の場も
得ることができた。さらに、平成27年8月からの筆者
の英国での研究に合わせて里親を対象とするプログ
ラムへ継続的に参加し、平成28年3月に福岡市で実施
予定の日本で最初のフォスタリングチェンジ・ファ
シリテーター養成コースに備える予定である。 
なお、この間の成果については他の調査研究成果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と共に、2014年9月末に京都府立大学大学院公共政策
学研究科へ提出した博士学位論文「欧州における乳
幼児社会的養護の展開―調査研究・実践展開・施策
策定の協働に焦点化して―」にまとめて報告した。 
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